
【取組内容】 Google スライド やスプレッドシートを活用し、個別最適な学びを実現

大阪市立南田辺小学校（大阪府）【指定校】

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

①「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

一人一人のデジタルノート
（スライド）をドライブで共有。

＜利点＞
・スライドを１冊のノートの
ように利用可能。個々の
ペースで自力解決。
・リアルタイムに他者参照
が可能。

教科書や紙のノートにかき込んだ
解答を写真に撮って添付。
スライド構成のルールを決めてお
くことで、他者参照をスムーズに。

スライド×フォーム×スプレッドシートで授業づくり

デジタルノートの作成・共有
Google Classroom の日常的な活用

スライドはドライブで共有

５年 算数科 学習内容をクラウド共有 

デジタル教科書のコンテンツにあ
る、確認テスト（フォーム）をクラス
に共有。
自動採点・集計が可能なので、学
び直しがすぐにできる。

スプレッドシートで振り返りを蓄積。
１人１枚のシートに入力したもの
が、リンクで１枚のシートに集約。
学級全員の振り返りが一覧で確
認できる。

採点・集計をリアルタイムで

振り返りの共有も簡単

① Google Classroom に課題を設定

② デジタル教科書よりダウンロードしたレディネステスト

（Google フォーム ）を活用

③  デジタルノートとしてスライドを活用

児童の反応

自分の考えに自信がなかったけれど、
自分と同じ考えの友だちがいて、自信
を持つことができました。
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